
 

 

   

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度ふくしま絆ふれあい支援事業  
ふくしまを十七字で奏でよう作品集（ポスター・リーフレット） 

〒975-0031 

福島県南相馬市原町区錦町一丁目 30番地 

TEL:(0244)26-1315 

FAX(0244)26-1318 

E-mail:sousou.kyouiku@pref.fukushima.lg.jp 

    

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

『相双域内選考作品集』……厳選された作品が掲載されています。「家族や故郷を愛する 

作品」を数多く目にすることができます。相双教育事務所のホームページにて公開中です。 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/727915.pdf 

～つながる想い 未来へ届ける 十七字～ 
「ふくしまを十七字で奏でよう」は、親子や友人同士がペアになり、日常のふれあいや 

復興への想いを「五・七・五」の十七音に託して、絆を深める事業です。 

24 年目を迎えた令和 7年度は、県内外から 36,166組もの心温まる応募をいた 

だきました。相双域内からも 5,881 組の応募をいただきました。 

この度、福島県教育委員会から表彰された最優秀賞・優秀賞・佳作の全作から品 

を紹介する「作品集（ポスター・リーフレット）」が完成し、公式サイトにて公開されていま 

す。「絆部門」と「ふるさと部門」に寄せられた、福島の今と家族の温もりを感じる珠玉の 

作品をぜひご覧ください。 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/edu/sykaikyoiku470.html 

 十七字がつないだ、浜の駅松川浦での出会い 
令和 7年度の「ふくしまを十七字で奏でよう」ポスター・リーフレットが完成し、掲示のお願いをするた 

めに「浜の駅 松川浦」を訪れた時のことです。そこで、胸が熱くなるような、とてもうれしい出会いがありま 

した。 店内でポスターを広げていると、カウンターの女性がふと手を止め、作品集に目を留められました。 

お話を伺うと、なんとその方は、今回の「相双域内選考作品集」に作品が掲載されたお母様だったので 

す。お母様は「実は……」と、そっとスマートフォンを取り出されました。その画面に映し出されていたのは、 

わが子と一緒に掲載されたページの画像でした。 

 「うちの子の句が、載っているのが嬉しくて、画像にして持ち歩いているんです」と、慈しむように微笑む 

お母様。その温かな表情に、その場にいた全員の心がパッと明るい空気で包まれました。 

 親子の絆を五・七・五に込めるこの事業が、学校や家庭の枠を越え、お母様の宝物として心に刻ま 

れている。その素晴らしい瞬間に立ち会えたことは、本事業の担当者にとっても、活動の意義を改めて 

実感する大きな励みとなりました。浜の駅や道の駅にお立ち寄りの際は、ぜひ掲示されたポスターを御 

覧ください。親子が奏でる、温かい絆の調べが、そこにはあります！ ～つながる想い 未来へ届ける 十七字～ 
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